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ゲンを感作させ RA モデルを作製した．膝関節内にソノポレーション法で siTNF を導入し，治
療群とした．足部体積と関節腫脹率を計測し，X 線学的および組織学的評価を行った． 
 In vitroおよび in vivoにおける siTNFの導入により，TNF-αの遺伝子発現は有意に抑制された．
超音波の出力，有効照射面積，ビーム不均等率および周波数はそれぞれ 0.282W，0.365cm2，3.762
および 3.101MHz であった．ラットの平均皮膚温は超音波照射前 26.8℃で照射後 27.3℃であっ
た．蛍光ラベル siRNA を導入した滑膜において，蛍光色素が観察された．RA モデルにおける
足部体積および関節腫脹率は，治療群で有意に低かった．治療群において，X 線学的な関節破
壊は軽度であり，組織学的な TNF-α陽性細胞数は明らかに少なかった． 
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